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図 1のように,製本テープを使って,卒業文集を製本することにした。新しい製本テー

プは,幅 5cm,長 さ50mで ,一定の厚さのテープが,図2のように,円柱の形をした芯にす

き間なく巻かれている。斜線部分を底面とすると,底面の内側の円の直径は,8cmで ,外側

の円の直径は,16cmで あった。(a),(b)に答えなさい。ただし,芯の厚みは考えないもの

とし,巻いてある製本テープの長さは定面積に比例する。
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以前に使った残りの製本テープがあったので,それ

を使うことにした。この製本テープは,斜線部分の

外側の直径が 12cmで あつた。1冊 を製本するの

に,製本テープが 30cm必 要だとすると,卒業文集

は何冊作ることができるか,求めなさい。

円柱の形をした芯を,図 3の ように,点 Aか ら点 B

までの線で切って開くと,図 4の ように,∠ABB′ =

30°の平行四辺形 ABB′A′になった。点 Aと A′,点

Bと B′はそれぞれ重なっていた点である。辺 AA′

とBB′が重なるように丸めたところ,図 5の よう

な別の円柱ができた。この円柱の高さを求めなさ

い。ただし,円周率はπとする。
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